
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 仙台高等専門学校 総合工学科 

研究タイトル： 

多文化・多様性教育の多元的アプローチ 
氏名：  矢澤 睦／ YAZAWA Atsushi E-mail： yazawa@sendai-nct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 修士（児童学） 

所属学会・協会： 日本学生相談学会，AHEAD JAPAN，東北英語教育学会 

研究分野： 学校心理学，語学教育，地理教育 

キーワード： 多文化・多様性教育，コミュニケーション能力，相互理解と共生 

技術相談 

提供可能技術： 

・学生相談体制・障害学生支援体制の構築 

・CALL システムの管理・運営方法 

・オーストラリアの文化・生活習慣 

研究内容： 多様性を尊重する意識やコミュニケーション能力を多元的に醸成する教育方策の検討 

 

○学生相談体制・障害学生支援体制 

多文化や多様性は諸外国との関係や人種・民族間の関係について論じられることが多いが，身近な個人間の関係こ

そ実は多文化であり多様である．コミュニケーションや文化に関する教育は身近な個人間の相互理解と共生の意識の

醸成が第一義であるとの観点から，学生相談やカウンセリング環境の充実を目的とした学生のニーズ調査に基づく学

生支援体制の構築について検討する．また，障害者差別解消法の施行により教育機関における合理的配慮が必須と

なっており，身近な多文化・多様性の理解と共生を目指す障害学生支援体制の構築について検討する． 

 

○コミュニケーション能力向上のための語学演習システムの管理・運営 

コミュニケーション能力向上の中核を担うのは語学教育である．この能力の向上のためにはインタラクティブ（相互作

用的）な演習環境を構築することは語学教育において重要であり，CALL(Computer Assisted Language Learning)システ

ムの導入およびそれを有効に活用するための管理・運営について検討する． 

 

○文化や生活習慣の多様性を重視した地理教育 

コミュニケーション能力の向上には，その土台として文化や生活習慣の多様性を認識したうえで共生する意識を醸成

することが欠かせないが，語学教育だけではそのための教育環境を十分に整えることができない．多文化・多様性の理

解と共生の意識の醸成を主たる目的とした，教養としての地誌の理解を深める地理教育について検討する． 

 

○多文化社会オーストラリアにおけるエートス 

オーストラリアは多くの移民が暮らす国家であり，それぞれの移民が持つ多様性を長所として活かすと同時に，言語

や生活習慣に関わる生活するために必要なコミュニケーション能力を醸成する環境づくりを先進的に行っている．多文

化・多民族が共生する社会のモデルとして，オーストラリアにおけるエートス（道徳的な慣習や行動の規範）について検

討する． 

 

 

 以上，多文化・多様性の理解およびコミュニケーション能力向上を目的とする教育に関わるさまざまな人文社会学分

野の側面を，それぞれの特徴を分野横断的に融合して長所として活用しながら，個別的にではなく多元的かつ有機的

に修得できるような学際的教育環境の構築を検討する． 

 

提供可能な設備・機器：  
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